
 

 

 

 

 

 

校長 太田繁伸 

夢に向かって 

今年の梅雨は、いかにも梅雨らしいぐずついた天気が多く、すっきりしない日々が続いています。沖縄か

らは梅雨明けの報せも届きましたが、東京ではもうしばらくの間、辛抱の時期が続きそうです。  

さて、本校の学校目標は「常に夢や希望をもち 多様性を尊重し 主体的に行動できる生徒の育成」です。

日頃の生徒たちの様子を見ていると、「多様性の尊重」や「主体的行動」の精神は順調に育まれていると感じ

ます。しかし、「常に夢や希望をもつ」という点においては、まだ少し物足りなさを覚えることがあります。 

７年生は入学後しばらくして、私（校長）との面接を行います。その際、将来の夢を尋ねると、４割強の

生徒は「将来は〇〇になりたい」と具体的な夢を語ってくれますが、残りの６割弱は「まだ何をしたいか思

いつかない」と答えます。また、９年生には毎年１２月頃に進路の面接練習を行っていますが、同様に将来

の目標を尋ねると、具体的な夢をもっている生徒は３割程度に減少してしまいます。年齢が上がるにつれ、

現実や自分の実力が見えてくることが要因だとは思いますが、だからこそ、もっと自分の可能性を信じて大

きな夢を抱いてほしいと願っています。  

ここで、本校の卒業生である山越陽悠（やまこし ひゆう）さんを紹介します。今年２０歳を迎える彼は、

中学校在学中からレーシングカートの大会に出場し、全国優勝を果たした実績をもちます。中学卒業後はす

ぐに単身ヨーロッパへ渡り、スイスの高校に通いながらカーレースの腕を磨き続けました。高校を卒業した

現在は、最高峰であるフォーミュラ１（Ｆ１）のドライバーを目指して過酷な世界に身を置いています。名

門ファン・アメルスフォールト・レーシングに所属し、フォーミュラ４（Ｆ４）、フォーミュラ・リージョナ

ル（ＦＲ）を経て、今季からは世界最高峰への登竜門であるフォーミュラ３（Ｆ３）に参戦しています。 今

シーズンの第２戦では、見事に１位でチェッカーを受け、表彰台の最上段で君が代を響かせました。レース

後の車検で車両規則違反（左右の部品を逆に装着してしまうミス）により失格という苦い経験もしました

が、続く第３戦では２位、第４戦ではポールポジションを獲得するなど、目覚ましい活躍を見せています。  

山越さんの素晴らしいところは、小・中学生時代に抱いた夢を決して諦めず、わずか１５歳で言葉の通じ

ない異国の地に飛び込み、右も左もわからない中で必死に努力を重ねて夢を現実へと手繰り寄せている点で

す。最短で２年後にはＦ１への道が開ける可能性がありますが、世界でわずか２２枠しかないＦ１ドライバ

ーの席を勝ち取るのは、これまで以上に険しい道のりとなるでしょう。しかし、彼なら持ち前のガッツと強

い意志で乗り越え、夢を叶えてくれると信じています。 

彼の動向や活躍は、自身のＸ（旧ツイッター）やネットニュースでも多く取り上げられています。ご興味

のある方はぜひご覧いただき、応援していただけますと幸いです。 

山越さんのような歩みは特別な例かもしれませんが、「夢をもつこと」、そして「その実現に向けて努力を

続けること」は非常に尊い経験です。それは何より、自分自身の生きがいや自己有用感を高め、人生をより

豊かなものに変えてくれる原動力となります。 

夢や目標に向かって一生懸命に努力していても、時には躓い

たり、進路変更を余儀なくされたりすることもあるでしょう。

しかし、それまで積み重ねた努力は決して無駄にはならず、必

ず次のステップへの糧となります。本校の生徒たちにも、自分

の未来に大きな夢や目標を描いてもらえるよう、教職員一同、

全力で支援を続けてまいります。 

令和８年７月１日発行 



 

   

6 月３日から５日にかけて、9 年生が修学旅行に行きました。実行委員会で話し合ってルールを設定したり、班

メンバーを考えたりと、しっかりと準備をして北陸に向かいました。出発日は台風が近づき、とにかく新幹線に

乗り、出発できればとびちょびちょになりながらも元気よく早めに板橋駅を出発しました。１日目は台風とは別

に電気機器故障で新幹線が遅れましたが、２泊３日、日常とは違う体験をして、とても楽しかったようです。歴

史や文化にふれ、仲間との絆も一層深まる、有意義な３日間となりました。 

 

   

6 月 1１日、板橋第四小学校の 6 年生を招き、授業や

校内見学、部活動体験を行いました。部活動体験の時

間だけ、大雨が降り、残念ながら外部活の体験はでき

ませんでした。活動できなかった部活は熱意ある説

明会などに代わり、中学校ならではの部活動にみん

な興味深々でした。 

 6 月 1３日に道徳地区公開講座を実施しました。各

クラスで道徳の授業を行った後、授業の説明や道

徳教育について話し合う協議会を行いました。協

議会への参加は少人数でしたが、授業の感想も含

め、活発な協議会になりました。いただいたご意見

はどれも大変参考

になるものでした。

参加してくださった

保護者、地域のみ

なさま、ありがとう

ございました。 

 

   

 

6 月１０日、薬物乱用防止教室が行われました。今年

は東京税関羽田税関支署監視総括の方をお招きし、

お話をうかがいました。以前は違法薬物の危険性が

主な内容でしたが、今回はオーバードーズの危険性な

ど、より身近な話が紹介されました。また、東京税関

監視部麻薬探知犬訓練センター室の方と麻薬探知犬

のデモンストレーションもあり、印象深い講演となりま

した。生徒たちは真剣に耳を傾け、自分を守る知識として受け止めていました。 

  

９年生修学旅行 

板橋第四小学校体験 道徳地区公開講座 

薬物乱用防止教室 



   

 
  

  

バドミントン部  

令和８年度板橋区バドミントン選手権大会（女子個人） ベスト８ 

ソフトテニス部  

板橋区中学校ソフトテニス夏季選手権大会（女子個人） 第５位 都大会出場権獲得 

板橋区中学校ソフトテニス夏季選手権大会（女子団体） 第５位 都大会出場権獲得 

板橋区中学校ソフトテニス夏季選手権大会（男子団体） ベスト８ 

  

 

 子供のころ、私の勉強机には「継続は力なり」というシールが貼ってありました。当時の私は、継続するには

「力がいるなり」という意味だと読み違えていて、「継続って大変なんだなぁ」と思っていました。そのうち本当

の意味を知るわけですが、それでもやっぱり、続けるためにはそれなりの努力（力）がいることには変わりない

な、と感じています。 

ところで、私が次のシーズンを心待ちにしている『ワンパンマン』というアニメがあります。主人公が、過酷な

トレーニングを毎日欠かさず 3 年間続けた結果、どんなに強い敵もワンパンチで倒せる最強のパワーを手に入

れた、というお話です。アニメの世界なのでかなり極端ですが、まさに「継続は力なり」を体現しています。修行

は相当大変だったようです。主人公の人の好さも手伝って一気見し、「修行してみようかな？」と思わせてくれ

る面白い作品でした。 

さて、今年の夏休みは 44 日間あります。学校がお休みになる分、部活動や塾があっても、普段より少し時間

に余裕ができるのではないでしょうか。この 44 日間、毎日何かをコツコツ続けたら、その道の「ワンパンマン」

に近づけるかもしれません。ポイントは「毎日」です。毎日続けることができたら、やっぱりかなりの「力」がつく

と思います。 

この夏休み、何か継続しますか？ もし続けられたものがあったら、ぜひ教えてください。 

 

1 水 B 専門委員会、中央委員会 16 金 ①大掃除 ②セーフティ教室 ③終業式 ④学活

2 木 B 部活動写真撮影（９年） 17 土

3 金 A 学校公開　学校説明会　⑤⑥上級学校説明会（8,9年） 18 日

4 土 19 月 海の日

5 日 20 火

6 月 A 全校朝会 ①板五検定(数) 21 水

7 火 A 22 木

8 水 B 三者面談始　⑤地域祭礼の授業 23 金

9 木 B 三者面談　５時間授業 24 土

10 金 B 三者面談　５時間授業 25 日

11 土 26 月

12 日 27 火

13 月 B 三者面談　５時間授業　①②租税教室（9年） 28 水

14 火 B 三者面談　５時間授業 29 木

15 水 B 三者面談終 30 金

31

来月(8月)の主な予定

27日（水）７年８年生事前登校日（８：３０～）
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学校行事予定

生徒の活躍 

継続は力がいるなりされど力になるなり                                副校長 須藤千絵 

今月の予定 


